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つ
の
根
点
と
し
ヤ、

知
恵
・
担

い
手
　
貴
漂
　
交
素
　
基
選
を

お
々

特
に
今
後
く

こ
れ
り

の
視
思
Ｌ
唱
た
大
，
青
度
が

‐０６
大
学
か
ら
‐３６
名
が
出
席

日
本
私
立
大
学
協
会

（大
召
　
淳
会
長
）
は
、
去
る
十

一
月
六
日
、
東
京
　
市
ヶ
谷
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、

加
盟

一
〇
大
大
学
ム
ィ
リ
一
〓
大
名
が
出
席
し
て

，地
数
共
創
】
に
田
す
る
研
究
協
議
会
を
開
は
し
た
。
研
”
密
樫
材
岸
い、

「日

本
再
生
の
た
め
の
喫
照
の
譲
百
ど

宮
ア
ー
マ
に
元
田
務
大
直
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

〈如
南
一再
生
拒
菫
な
し

の
村
上
捜

一
郎
衆

占
慌
藤
員
の
基
爵
路
漢
、
ま
た
、

「回
公
私
々
通
●
た
大
学
攻
青
改
革
支
授
と
大
学
の
地
捜
口
愁
」
と
題
す
る
文
再
科
学
省
商

行
按
青
目
大
学
捩
民
凛
の
井
上
卓
己
大
学
ま
率
推
率
軍
長
の
ほ
演
の
ほ
か
、
受
信
大
学
　
東
北
格
社
大
学
か
ら
の
手
例
発
表
、

誉
ら
に
、

「我
が
国
の
電
辱
改
育
段
顔
の
ト
レ
ン
ト
と
私
立
大
学
の
地
捜
白
献
を
考
え
る
」
と
題
し
イ、

工筈
■
化
時
代
の
経
営

駐
略
の
桐
恵
な
ら
文
冨
科
学
省
の
声
立
　
一剛
私
字
助
底
鰈
民
打
車
璃
ｒ
ヤ
ヽ

腕
会
に
党
立
ち
ヽ
向
協
会
の

小
出
秀
文
事
務
局
長
は

「
こ
の

研
究
協
勝
会
も
三
年
目
に
入

る
。
本
協
会
の
加
盟
三
七
六
大

学
は
、
北
は
北
濃
主
か
ら
高
は

沖
■
転
て
、
そ
れ
ご
打
ぢ
せ
一

の
振
興
の
た
め
、
自
治
体
　
塵

業
界
　
社
会
歓
青
施
設
等
と
の

連
張

に
よ

っ
て
、
新
し
い
展
開

を
企

□
し
て
■
闘
し
て
い
る
。

ｔ
れ
ら
つ
地
工
な
努
力
”
大
き

な
流
れ
と
な

４

，
骨
六
の
方

針
≡
Ｏ
〇
七
″
に
も
地
域
の
大

学
の
充
実
”
捷
旨
さ
れ
、
平
成

二
十
年
度
の
文
ぷ
科
学
省
の
予

算
と
し
て

「
戦
略
的
大
学
速
憶

支
頓
中
業
」
に
五
〇
億
円
を
要

ま
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
地
方

の
大
学
に
も
死
を
当
て
て
も
ら

う
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

る
」
な
ど
と
愚
宮
漉
明
を
述
べ

ち
こ
と
も
に
準
恵
ｒ
ヤ
鳴

研
完
協
ほ
に
入
り
、
埼
め
に

対
上
策
路
廃
齢
員
が

■
百
本
再

と
め
た
め
の
映
黒
の
凛
嫁
ｃ
と

，
立

と

思

醤

行

つ
汽

向
氏
は
　
小
娘
内
閣
て
口
務

大
Ｅ

（
行
政
破
暮
　
構
造
技
〓

轄
怪

「
地
壕
再
生
増
〓
ｅ

と
し

て
稚
通
し
て
き
た
政
策
等
に
つ

い
く

活
々
の
■
料
を
絡
示
し

な
が
ら
、
財
政
　
ま
脅
　
外
資

ｅ

こ

Ｌ

捜

獲

接

策
、
テ
レ
ピ
亡
回
お
、
小
還
挙

区
樹
の
算
を
と
小
泉
　
賛
倍
内

は
の
応
括
告
、
日
本
の
採
題
を

路

っ
た
。
ぞ

の
上
て
、
日
本
が

元
気
に
な
る
た
め
の
地
転
再
生

に
つ
い
て
、
Ｏ
省
庁
積
断
的
な

交
付
金
の
創
捜

（タ
テ
割
村
助

金
の
一
元
化
な
ど
）
、
の
補
助

対
農
定
捜
の
ほ
用
の
円
滑
化

』観
捜
離
線
勲
斐

リ
ロ
採
モ
４
●
ド
Ｏ
税
樹
上

〕誓

騒

整
龍
中鯖
揮
均榛

く
ぐ
り
に
、
地
液
活
性
化
の
五

「日本再剣 をお く磨る村上素と 廃は負

大
中
で
あ
る
と
し
，、

そ
の
面

て
も
大
学
に
大
い
に
期
待
し
た

い
と
述

べ
た
。

次
に
、
井
上
大
学
改
革
推
進

室
え
か
ら

「
回
公
私
を
お
し
た

大
学
技
者
改
革
支
榎
と
大

学
の

地
捜
黄
献
」
と
８
す

る
齢
演
が

こ払

ｔ
同
氏
は
、
大
学
改
革
の
通
お

と
現
状
を
述

べ
る
中
ヤ、

平
成

十
七
年

一
月
の
中
央
技
音
を
獣

会
客
中

「
我
が
国
の
高
年
敢
脅

の
将
来
像
」
に
、
新
し

い
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
の
役
割
と

し
て
生
樋
宇
習
機
能
や
地
域
社

会

，
経
済
社
会
と
の
連
携
の
電

車
径

ど

言

基

ま
れ
て
お
４

地
忠

社
会
か
ら
も
大
学
の
地
域

田
献
”
用
待
さ
れ
て
い
る
な
ど

と
南

っ
た
。
そ
し
イ
、

大
学
”

地
域

に
も

た
ら

す

功

果
と

し

て
、
①
社
会
　
文
化

へ
の
勤
興

盆

蚊

へ
の

専
門

短

崩

の

震

供
、
地
捜
社
会
を
担
う
人
材
装

茂
、
公
開
路
座
の
提
供
苺
）
、

の
地
捜
経
済

へ
の
約
某

〈
社
会

人
の
お
枚
青
、
企
業
と
の
達
学

連
お
生
じ

、
Ｏ
直
線
的
な
効
果

８

月
の
創
出
、
学
生
年
の
消

３

な
ど
を
□

Ｔ
堂
毎

ま
た
、
平
成

二
十
年
度
の
予

算
と
し
ヤニ
新
縄
に

「
敬
店
的
大

学
連
携
支
捜
●
発
」

会
上
Ｏ
億

円
》
を
要
望
し
て
お
り
、
中
集

内
客
と
し

〕、

大
学
と
併
に
よ

中設誘

鍛

く

戻

壊

摯

冠

一番

■

一斜
」

「
家
言
研
究
高
度
化
聖
ビ

年
の
連
後
に
対
し
、
今
後
二
年

円
で
二
〇
〇
作
唐
度
の
取
想
を

三
年
間
雄
配
し
て
の
支
理
を
お

組
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
解
脱

Ｌ
キ
、

引
き

繊
く
事
例
発
表
で
は
、

始
め

に
実
作
大
学
の
日
瀬
守
勇

学
長
が

　

「
実
作
大
学
の
地
域

白
献
」
と
電
し
て
、
大
学
　
短

期
大

学
合
わ
せ
て
学
生
敏

一
三

二
イ
名
の
小
さ
な
同
大
学
が
、

商
山
市
か
ら
北

へ
六
〇
ｈ
窪
れ

た
自
山
市
の
実
行
地
域
を
ラ

ィ

ー
ル
ド
に
震
開
す
る
地
域
粛
献

に
つ
い
て
腕
明
し
た
。

同
大
学
の
理
念
　
目
的
に
は

罰

適
的
て
自
立
し
た

人
間
の

育
成
」

「
人
間
と
豊
か
な
古
門

的
強
染
人
の
西
底
」
と

一
地
喪

社
会
の
発
展
　
支
化
の
述
震
に

寄
与
す

０
こ
と
」
ぞ

一う

の
大

き
な
昼
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

立
地
条
件
な

つ
０
と
然
的
に
地

域
と
の
関
係
は
強
い
。

ま
す
、
稼
Ｒ
に
よ
る
地
捜
貢

献
て
は
、
技
言
　
文
化
　
ス
ポ

ー

ジ
を

は

じ

々

驚

葉

の
経

興
　
活
性
化
、
ま
ち
つ
く
り
等

て
ネ

た
す
役
割
は
大
き
′
、

同

大
学
は
都
市
撤
確
の
重
要
な

一

■
を
担

っ
て
い
る
。

こ
４

学

生
に
き

る
地
域
宮
献
は
■
に
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
海

的
て
あ
る
。
そ

の
代
表
的
な
も
の
は
、
Ｏ
福
祉

癒
殴
防
向
、
の
児
承
相
酸
所
ヘ

の
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
、
０
法

際
後
の
学
■
保
青
へ
の
由
Ｒ

④
底
興
内
行
■
、
イ
ベ
ン
ト
，

如
な
ど
れ
妖
】
宅

に
　

「地
忠
員
献
支
援
基
を

（
優
称
）
の
劇
殿
を
ヨ
み
た
い

焦

そ

養

驚

終

．

次
に
、
文
北
福
祉
大
学
態
性

相
紅
研
究
所
の
阿
部
四
庫
副
所

民
か
、

「大
学
と
地
々
の
問
―

麿
空
の
自
一
文
較
の
自
」
と
題

し
ヤく

塵
学
と
こ
室
”
に
四
わ
る

日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
働
向
や
施
寅

の
歴
史
的
流
れ
を
追
う
＞
サ
も

一ヽ

日
米
を
中
心
と
す
る
描
外

国
の
動
向
や
施
策
の
比
敏
て
は

①
テ
ク
ノ
八
リ
ス
の
衝
，
、
の

シ
リ
コ
ン
ネ
レ
イ
　
モ
デ
ル
の

浮
釈
賓
と
、
０
２
ク
ス
タ
ー

フ
ィ
ー
ネ
ー
ト
の
大
学
勇
ヘ
ン

チ
ｉ
ｌ
の
劫
第
一
〇
比
較
の
家

訓
に
つ
い
て
草
術
的
な
見
地
か

ら
解
盟
し
た
や
そ
の
上
て
、
東

北
福
祉
大
学
の
塵
学
宮
連
携
の

全
体
像
を
示
す
中
で
、
同
大
学

の
感
性
福
祉

研
究
所

（
一
九
九

八
年
設
立
）
の
地
減
速
擁
及
び

地
最
貢
献
を
紹
介
し
た
。
開
所

向
氏
は
、
大
学
が
沌
技
社
会

と
指
完
閣
係
を
保
ち
な
が
ら
大

学
選
と
を
し
て
い
く
こ
と
こ
そ

大
堂
自
ち
を

，
地
様
と
共
に
コ

る
ｏ
こ
と
に
な
る
と
述
べ
、
そ

の
意
味
で
な
忠
社
会
に
獄
活
的

に
安
献
し
て
い
か
な
け
れ
は
な

ら
な
い
と
力
現
レ
■

そ
の
ほ
か
、
過
去

一
０
年
間

を
振
り
返

っ
て
の
地
殺
Ｒ
献
活

動
の
真
体
例
を
紹
介
し
　
最
樫

水
感
性
福
祉
掌
全
、
筋
知
症
介

日
程
の
最
後
に
二
質
し
た
】

立
な
学
的
底
震
震
は
、

「我
”

ネ
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
日

か
ら
の
二
年
間
の
第

一
翔
学
術

フ

ロ
ン
テ

ィ
ア
推
一盗
，
集
と
し

イ、

生
命
科
学
を
基
磁
と
す
る

ほ
と
と
演

塊
の
相
互
作
用
に
問

す
る
学
際
的
研
究
、
そ
の
後
の

一二
年
間
の
第

二
期
学
術
フ

ロ
ン

一ァ
ィ
ァ
推
お
●
凍
と
し
ヤく

五

上
の
た
め
の
人
間
コ

ム
の
将
集
な
ど
大

学

く
の
福
祉
艦
股
と
の
と
お
と
地

な
活
動
に
つ
い
て
腕
明
し
た
。

発
表
の
最
後
に
、
向
氏
は
、

「大
学
と
地
虫
」
の
四
係
は
、

破
略
的
利
益
の
指
相
力．
ら
挑
位

の
シ
ナ
ジ
ー
ヘ
と
発
展
し
て
い

か
な
け
れ
ば
客
ら
な
い
と
お
ん

口
の
高
等
抜
育
政
策
の
ト
レ
ン

ト
と
私
立
大
学
の
地
域
授
献
を

考
え
る
～
少
子
化
時
代
の
経
営

職
磨
～
」
と
日
し
て
粛
の
こ
も

っ
た
肝
滴
を
し
た
。

向

氏

は
、
ま

ま

政

府

の

，
骨
大
の
方
針

ｉ
Ｏ
Ｏ
大

々
に

触
れ
て
、
私
学
助
成
予
算
”
対

前
年
度
予
算

一
％
置
と
さ
れ
て

い
る
も

の
の
、
科
学
研
究
費
神

助
金
等
の
競
争
的
資
金
の
増
想

や

「
地
域

の
知

の
基
点
活
性
化

プ

ロ
タ

ク
ム
」
の
ス
タ
ー
ト
な

ど
に
も
目
二

向
け
れ
質

必
す

し
も
マ
イ
ナ
ス
の
風
ば
か
り
吹

い
て
い
る
，
」
は
言
え
な
い
、
地

域
の
知
忘
装
　
知
の
筑
点
と
し

て
、
大
学
に
は
大
き
な
親
行
”

寄
せ
ら
れ
て
い
る
な
と
と

漂
崩

し
た
。
そ
レ

ｋ

社
会
の
痢
常

に
遺
切
に
応
え
て
い
く
た
め
に

は
　
多
凛
化
、
種
絶
分
化
の
流

れ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
″

存
在
態
を
示
し
て
い
た
だ
と
た

い
と
錬
鯛
し
た
。
そ
の
■
″く

一社
会
の
期
待
に
応
し
た
出
競
的

！な
運
営
に
向
け
た
今
後
の
大
学

緯
営
の
蝶
題
と
し
て
、
①
機
胞

分
化
　
多
様
化
け
代
に
向
け
た

疑
り
組
み
の
営
化
、
②
経
営
の

健
全
と
　
安
定
性
の
確
保
、
Ｏ

社
会
的
　
経
済
的

一
般
ル
ー
ル

に
対
す
る
配
慮
の
三
つ
を
お
け

ヽ


